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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 家族交流会があります。　　３月25日12:00～14:00　

レストランで昼食を取ります。３月15日までに各受け持ちスタッフはご家族へ連絡し出席確認を取って下さい。

· 日誌記入のさきは言葉の表現の仕方等に気をつけて打ち込んでください。

· サーフローフラッシュを使った際は必ず処置箋を記入して下さい。

＜ＳＳＴミーティング＞

明日から目的別に分けたメンバー構成でＳＳＴを進めて行きます。

　　会話技能・対立の処理技能・自己主張技能・友達付き合い技能

· 短期目標について意見が出ています。

毎月自己評価が低い患者様が目立っているが、その患者様のレベルにあっていないのでは？

短期目標が高すぎる為に毎月目標を達成できないのでは？

· 総括には目標達成できなかった患者様に関しては今後の対応についても記載して欲しいとの事です。

＜勉強会：対人関係療法について（佐々木）＞

対人関係療法とは･･･

精神療法とは一般に焦点を絞り込めば込むほど短期に効果があがる。「対人関係なら何でも」というふうに焦点を拡散してしまうと、幼いころの関係や、いろいろな友人と対人関係の話題が出てきてしまい、長期にわたってしまう。

一方、対人関係の中でもテーマを絞り込めば短期で効果を得て治療を終了させる事が出来る。対人関係療法は「重要な他者」との「現在の」関係に焦点を当てて治療するものです。また焦点を当てるのではなく四つのテーマのうちの１つに分類し、それぞれの戦略に従って治療をしていく、というふうにある程度マニュアル化されている。

治療法がきちんと定義されているので、効果のデータも正確にとることができ、有効性が検証されています。精神療法の中でも、有効性を証明するデータがもっとも多い治療法であるといえる。

もともとはうつ病の治療法として開発されたものですが、そのあと、摂食障害や外傷後ストレス障害などさまざまな状態に対する治療法として手を加えられている。日本以外の国ではよく知られた治療法である。

対人関係療法と同じように、うつ病や摂食障害に対する効果が実証されている精神療法は他に、認知療法がある。主として個人の「ものの捉え方」に焦点を当てる治療法である。　　　

物事を悲観的に捉えやすい人はそれだけでストレスを溜め込みやすいという風に考え、ものの捉え方のクセを見つめていこうとするのが認知療法である。対人関係療法は米国で開発された治療法であるが、日本人にあった治療であると考えられている。対人関係療法をきちんと受けると単に「病気が治る」というだけでなく、その人の生活全般にとてもよい影響を対人関係にも自信がつくケースも多い。


































